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「不
正
指
令
電
磁
的
記
録
供

用
未
遂
十
の
疑
い
で
１３
歳
の
女

子
中
学
生
が
今
月
４
日
、
兵
庫

県
警
に
補
導
さ
れ
た
。
マ
ス
コ

ミ
で
の
取
り
上
げ
は
小
さ
か

っ

た
が
い
こ
れ
は
今
後
の
社
会
に

つ
い
て
重
要
な
課
題
を
突
き
つ

け
る

ニ
ュ
ー
ス
だ

っ
た
と
思

Ｄ
。
情
報
通
信
技
術
の
関
係
者

の
間
で
は
け

っ
こ
う
話
題
に
な

り
、

「こ
ん
な
子
供
の
イ
タ
ズ

ラ
程
度
で
警
察
が
捜
査
す
る
な

ら
、怖
く
て
仕
事
が
で
き
な
い
」

と
い
う
声
ま
で
あ
る
。

補
導
の
根
拠
と
な

っ
た
の
は

「
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
に
不
正
な

ネ
ツ
ト
を
「正
し
く
恐
れ
る
」た
め
に

指
令
を
与
え
る
電
磁
的
記
録
」

―
―
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ウ
イ
ル

ス
の
よ
う
な
も
の
を
作
成

“
配

布
す
る
罪
の
た
め
に
新
設
さ
れ

た
刑
法
１
６
８
条
だ
。

女
子
中
学
生
が
や

っ
た
と
さ

れ
る
の
は
、
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

「何
回
閉
じ
て
も
無
駄
で
す
よ
」

と
書
か
れ
た
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
画

面
が
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
内
に
表
示
さ

れ
（
消
し
て
も
消
し
て
も
（
そ

の
画
面
が
永
遠
に
出
て
く
る
Ｕ

Ｒ
Ｌ
を
公
開
し
た
こ
と
。
こ
の

Ｕ
Ｒ
Ｌ
の
先
に
あ
る
ウ
エ
ブ
画

面
生
成
用
デ
ー
．夕
は
確
か
に

ち
コ
ン
ピ
ュ
ト
タ
■
に
指
令
を

与
え
る
電
磁
的
記
録
」
に
あ
た

る
。
問
題
は
そ
れ
が

「不
正
」

と
ま
で
言
え
る
か
だ
。
申
身
は

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
す
コ
マ
ン
ド
を
繰
り
返
す
１

行
だ
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
技
術

的
に
言
え
ば
全
く
の

「子
供
の

ィ
タ
ズ
ラ
」
で
（
ブ
ラ
ゥ
ザ
ー

を
閉
じ
る
だ
け
で
簡
単
に
抜
け

出
せ
る
。
現
実
の
世
界
で
ド
ア

を
開
け
た
ら

「こ
の
紙
が
あ
る

限
り
部
屋
か
ら
出
ら
れ
ま
せ
ん

―
・」
と
書
か
れ
た
張
り
紙
が
重

ね
て
何
枚
も
張

っ
て
あ
る
よ
う

な
た
わ
い
の
な
い
イ
タ
ズ
ラ
。

無
視
し
て
出
れ
ば
い
い
。

刑
法
１
６
８
条
も
そ
う
だ

が
、
家
庭
で
の
賭
け
マ
ー
ジ
ャ

ン
が
目
こ
ぼ
し
さ
れ
て
い
る
よ

う‐
に
、
こ
の
程
度
な
ら
許
さ
れ

る
と
い
う

「社
会
通
念
」
を
前

提
と
し
、
厳
密
運
用
し
な
い
こ

と
で
成
り
立

っ
て
い
る
法
律
は

多
い
。
し
か
し
今
回
の
件
で
は
、

そ
の
肝
心
の
社
会
通
念
―
―
そ

の
行
為
が

「不
正
」
か

「イ
タ

ズ
ラ
」
か
の
認
識
が
、
ネ
ツ
ト

ヘ
の
理
解
度
や
世
代
に
よ
り
大

き
く
断
絶
し
て
い
る
こ
と
が
表

面
化
し
て
し
ま

っ
た
ｏ

車
≡
！
■
■
■
一
十
！■
■
！
■
！

ネ
ッ
小
社
会
の
社
会
通
念
的

に
は

「子
供
の
イ
タ
ズ
ラ
に
過

剰
反
応
　
警
察
の
技
術
無
知
」

と
か

「世
界
中
か
ち
醐
突
　
検
！

挙
数
ノ
ル
マ
に
利
用
か
」
の
よ

う
に
か
ら
か
う
声
も
多
い
。
私

も
ネ
ツ
ト
側
の
人
間
な
の
で

‐
、

分
か
ら
な
い
こ
と
は
な
い
”

し
か
し
逆
の
側
に
立

っ
て
み

よ
う
。
最
近
ネ
ッ
ト
に
触
れ
た

よ
う
な
高
齢
者
な
ら
、
先
の
よ
「

う
な
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
突
然
現

れ
た
ら
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
の
は

容
易
に
想
像
で
き
る
。
ウ
イ
ル

ス
だ
の
悪
い
ハ
ッ
カ
ー
だ
の
恐

十怖
を
あ
お
る
だ
け
の
報
道
も
多

い
。
そ
ん
な
こ
と
で
パ
ニ
ッ
ク

に
な
る
方
が
悪
い
と
言
う
の
は

酷
だ
。
今
回
の
警
察
の
意
図
は
、

そ
う
い
う
こ
と
へ
の
抑
止
と
し

て
の
見
せ
し
め
だ
ろ
う
。

電
子
行
政
の

一
般
化
の
た
め

に
も
、
全
て
の
人
に
ネ
ッ
ト
を

使

っ
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け
ら

れ
な
い
課
題
だ
。
新
規
参
加
者

の
方
々
に
は
ネ
ッ
ト
を

「正
し

く
恐
れ
る
」
た
め
の
、
新
時
代

の

一
般
教
養
を
ぜ
ひ
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
。
し
か
し
社
会
と
し

て
も
（
ど
つ
迎
え
る
か
―
―
安

全
な
練
習
用
の
箱
庭
を
用
意
す

る
と
か
、
そ
こ
で
の
教
習
を
補

助
す
る
と
か
、
方
策
を
真
剣
に
・

考
え
る
べ
き
と
き
に
来
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（東
洋
大
Ｉ
Ｎ
卜
Ａ
Ｄ
学
部
長
）
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③

t/々 々ち
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」見
送
り

一　
　
ｔｒ
υ

側用
停
止
権
で
対
応

！

一妊中乖↓夕入「床的”印串中一呻中内一べ保韓中申つの行”悼和「

か
っ
た
。
個
人
情
報
の
利
用
一業
に
自
分
の
デ
ー
タ
を
消
し
一制
整
備
に
動
き
出
し
た
が
、
一　
個
人
情
報
保
護
委
員
会
が

新たに検査不正が判明した lHl相馬事業所

２５
日
に
公
表
す
る
。
現
行
法

は
‐７
年
に
全
面
施
行
し
た
。

３
年
ご
と
に
内
容
を
見
直
す

こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
改
正

の
準
備
を
進
め
て
い
た
。
意

見
公
募
を
経
て
、
年
内
に
も

最
終
案
を
と
り
ま
と
め
る
。

原
案
の
柱
は
３
つ
だ
。
①

一個
人
の
意
思
で
企
業
の
デ
ー

タ
利
用
を
止
め
ら
れ
る

「利

用
停
止
権
」
②
企
業
の
デ
ー

夕
活
用
を
促
す
「仮
名
情
報
」

制
度
③
情
報
開
示
の
デ
ジ
タ

ル
化
―
―
を
盛
り
込
む
。

欧
州
連
合

（Ｅ
Ｕ
）
の

一

般
デ
■
夕
保
護
規
則

（Ｇ
Ｄ

Ｐ
Ｒ
）
を
参
考
に
し
た
。
個

人
情
報
の
乱
用
に

一
定
の
歯

止
め
を
か
け
る

一
方
、
企
業

！に
デ
ー
タ
の
完
全
削
除
を
強

い
る
忘
れ
ら
れ
る
権
利
な
ど

は
導
入
を
先
送
り
し
た
。，
十

背
景
に
あ
る
の
は
企
業
の

反
発
だ
。

３
月
に
は
経
団
連

が

一
連
の
規
制
強
化
に
は

「
慎
重
な
検
討
が
必
要
」
と

す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
企

業
が
萎
縮
し
、
デ
ー
タ
活
用

で
先
行
す
る
米
中
に
後
れ
を

取
る
と
の
声
は
多
か

っ
た
。

ク
ッ
キ
■

（ネ
ッ
ト
閲
覧
情

報
）
や
位
置
情
報
に
関
す
る

新
規
制
は
明
記
を
避
け
た
。

■
Ｈ
Ｉ
Ａ製
造
過
程
も
不
正

＝
工機
部
口Ｍ
国
交
省
（行
政
処
分

へ

Ｉ
Ｈ
Ｉ
が
民
間
航
空
機
の

エ
ン
ジ
ン
整
備
で
検
査
不
正

を

ヽ
し
て
い
た
問
題
で
、
同
社

が
航
空
機
の
エ
ン
ジ
ン
部
品

を
製
造
す
る
過
程
で
も
検
査

不
正
を
し
て
い
た
こ
と
が
５

日
、
わ
か

っ
た
。
国
土
交
通

一時
中
中
ネ
十
中
”
い
如
本
わ

一の
新
型
機
の
墜
落
事
故
で
航

！空
機
の
安
全
性
へ
の
関
心
が

， 高
ま
る
中
（
中
核
部
品
を
生

産
す
る
日
本
メ
ー
カ
ー
の
品

質
管
理
が
い

っ
そ
う
問
わ
れ

そ
う
だ
「

Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
民
間
航
空
会
社

か
ら
エ
ン
ジ
ン
を
引
き
取

っ

て
部
品
の
修
理

・
交
換
を
す

る
瑞
穂
工
場

（東
京
都
瑞
穂

Ｗ
）
の
整
備
過
程
で
不
正
検

査
を
し
て
い
た
と
３
月
に
発

表
。
経
済
産
業
省
か
ら
航
空

機
製
造
事
業
法
に
基
づ
く
行

政
処
分
を
受
け
て
い
た
。
　

．

今
回
、
新
た
に
判
明
し
た

の
は
、
エ
ン
ジ
ン
部
品
を
製

造
す
る
呉
工
場

（広
島
県
呉

市
▼
と
相
馬
工
場

（福
島
県

相
馬
市
）
の
生
産
工
程
で
の

検
査
不
正
的
本
来
は
検
査
資

格
の
な
い
社
員
が
点
検
し
た

り
、
確
認
の
ハ
ン
コ
を
押
し

た
り
し
て
い
た
。
品
質
面
で

直
接
の
安
全
へ
の
影
響
は
な

く
、
部
品
の
リ
コ
ー
ル
六
交

換

“
修
理
）
や
航
空
機
の
運

航
停
止
な
ど
に
は
つ
な
が
ら

な
い
も
よ
う
だ
。
国
交
省
は

近
く
Ｉ
Ｈ
Ｉ
幹
部
を
呼
び
（

一
連
の
不
正
に
つ
い
て
ル
ト

ル
の
徹
底
を
促
す
。

Ｉ
Ｈ
Ｉ
は
４
月
中
を
め
ど

に
検
査
工
程
の
ル
ー
ル
見
直

し
な
ど
の
改
善
策
を
ま
と
め

る
方
針
。
民
間
航
空
機
エ
ン

ジ
ン
を
整
備
す
る
瑞
穂
工
場

を
停
止
し
て
い
る
が
、

月
内

の
再
開
を
目
指
す
。
部
品
一

場
の
生
産
は
継
続
す
る
。

Ｉ
Ｈ
■
は
エ
ン
ジ
ン
の
中

核
と
な
る
部
品
を
生
産
し
て

お
り
、
米
プ
ラ

ツ
ト

ェ
ア
ン

ド

・
ホ
イ
ツ
ト

ニ
ー

（
Ｐ
＆

Ｗ
）
や
ゼ
ネ
ラ
ル

・
エ
レ
ク

ト
リ

ッ
ク

（
Ｇ
Ｅ
）
と
共
同

で
（
ボ
「
イ
ン
グ
や
エ
ア
バ

ス
な
ど
の
航
空
機
大
手
に
エ

ン
ジ
ン
を
供
給
し
て
い
る
。

格
安
航
空
会
社

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）

の
増
加
な
ど
で
世
界
の
航
空

機
生
産
は
大
手
が
年
産
能
力

の
１０
倍
近
い
受
注
残
を
抱
え

て
い
る
。
検
査
不
正
問
題
が

長
期
化
す
れ
ば
納
期
の
遅
れ

や
コ
ス
ト
ア

ッ
プ
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
る
。

製
品
の
検
査
不
正
は
、
日

産
自
動
車
と
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ

（
ス
バ
ル
）
が
完
成
車
検
査

で
国
の
基
準
を
逸
脱
し
た
試

験
を
行

っ
て
い
た
問
題
な
ど

が
発
覚
し
て
い
る
。
品
質
管

理
が
最
も
厳
格
な
航
空
機
で

も
同
様
の
検
査
不
正
が
明
ら

か
に
な

っ
た
こ
と
で
、
製
造

業
全
体
で
再
度
、
品
質
が
間

わ
れ
そ
う
だ
。
　
　
・

温維ヶを
ヨ後 字みす
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顔れ&3れ件

不動産融資 バブル以来
「過熱」

■ 軽 せ鐘埜
高

ア
」

お

れ

ヽ能
い

状

日
銀
は
１７
日
公
表
し
た
金

融
シ
ス
テ
ム
リ
ポ
ー
ト
で
（

銀
行
に
よ
る
不
動
産
業
向
け

融
資
が
バ
ブ
ル
期
の
１
９
９

０
年
末
以
来
の

「
過
熱
」
状

態
に
あ
る
と
の
分
析
結
果
を

ま
と
め
た
”
不
動
産
業
向
け

の
融
資
残
高
は
２
０
１
８
年

末
に
４
年
連
続
で
過
去
最
高

を
更
新
。
日
銀
が
金
融
緩
和

政
策
で
、
大
量
供
給
し
た
資

金
が
貸
出
先
を
探
す
地
銀
な

ど
を
通
じ
へ
不
動
産
に
流
れ

込
ん
で
い
る
。

同
リ
ポ
ー
ト
の
金
融
活
動

指
標

（と
―
一

…マ
リ
ブ
ヤ

！↓ま

不
動
産
業
向
け
貸
し
出
し
が

国
内
総
生
産

六
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）
と

比
べ
て
ど
の
く
ら
い
あ
る
か

な
ど
１４
項
目
に
つ
い
て
、

，長

期
の
ト
レ

ン
ド
か
ら
乖

！
離

（
か
い
り
）
し
た
か
ど
う
か

を
色
で
示
し
、
バ
ブ
ル
の
到

来
を
早
期
に
警
告
す
る
。

唯

一
、
バ
ブ
ル
期
並
み
の

過
熱
水
準
を
示
す
赤
色
と
な

っ
た
の
が
不
動
産
業
向
け
貸

し
出
し
の
対
Ｇ

，
ュ
比
率
。

‐８
年
１０
～
１２
月
期
は
１４

・
１

％
で
、
基
準
値
の
上
限
の
１３

・
９
％
を
上
回
つ
た
。
同
項

目
は
１８
年
７
～
９
月
期
か
ら

赤
だ

っ
た
こ
と
が
判
明
。
赤

に
な
る
の
は
１
９
９
０
年
末

以
来
、

２８
年
ぶ
り
と
な
る
的

日
銀
の

「貸
出
先
別
貸
出

金
」
統
計
に
よ
る
と
、
国
内

銀
行
の
不
動
産
業
向
け
の
融

資
残
高
は
１８
年
末
で
７８
兆
９

８
７
０
億
円
と
い
１５
年
末
か

ら
４
年
連
続
で
過
去
撮
高
を

更
新
し
た
。

０７
年
か
ら
約
６０

兆
円
で
横
ば
い
だ
っ
た
融
資

残
高
が
増
加
し
始
め
た
の
は

‐３
年
ご
ろ
拘
国
銀
の
異
次
元

緩
和
で
、
金
融
機
関
の
融
資

姿
勢
が
ゆ
る
み
、
緩
和
マ
ネ

ト
が
不
動
産
に
向
か
っ
た
。

増
加
が
目
立
つ
の
が
個
人

向
け
に
賃
貸
用
不
動
産
の
取

得
費
用
な
ど
を
貸
し
出
す
ア

パ
ト
ト
ロ
ー
ン
。
相
続
税
の

節
税
対
策
と
し
て
も
利
用
が

増
え
た
”
第

一
生
命
経
済
研

究
所
の
藤
代
宏

一
主
任
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
は

「
ア
パ
ー
ド
ロ

ー
シ
は
返
済
期
間
が
長
期
化

し
、
残
高
が
積
み
上
が
り
や

す
く
リ
ス
ク
が
長
期
化
す

る
」
と
指
摘
す
る
。

ヒ
ー
ト
マ
ッ
プ
を
構
成
す

る
１４
項
目
の
う
ち

「地
価
の

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
率
」
な
ど
は
、

過
熱
で
も
停
滞
で
も
な
い
緑

色
を
示
し
た
。
日
銀
は

「金

融
経
済
活
動
全
体
と
し
て

は
、十
バ
ブ
ル
理
に
み
ら
れ
た

よ
う
な
行
き
過
き
た
動
き
に

は
い
た

っ
て
い
な
い
」
と
し

て
い
る
が
、
人
口
減
や
地
方

経
済
の
地
盤
沈
下
で
景
気
が

後
退
す
れ
ば
、
リ
ス
ク
が
よ

り
顕
在
化

す
る

こ
と
に
な

る
。

銀
イ子ヽ３０

週
連
続
益
出
し
・持
ち
合
い
解
消

日
本
株
売
り
越
し
続

め漁/伊 絵4

国
内
銀
行
の
日
本
株
売
り

が
続
い
て
い
る
。
東
京
証
券

取
引
所
に
よ
る
と
銀
行
勢
は

３
月
第
２
週
ま
で
３０
週
連
続

の
売
均
越
し
と
な

っ
た
。
超

低
金
利
の
長
期
化
で
銀
行
の

運
用
環
境
は

一
段
と
厳
し
く

な
り
、
保
有
株
の
益
出
し
売

り
が
続
く
。
持
ち
合
い
株
式

の
解
消
売
り
も
目
立
つ
。

３
月
第
２
週
（１１
～
１５
日
）

の
投
資
部
門
別
株
式
売
買
動

向

（東
京
・
名
古
屋
２
市
場
、

１
部
、
２
部
と
新
興
企
業
向

け
市
場
の
合
計
）
に
よ
る
と

「
都
銀

・
地
銀
等
」
は
３０
週

連
続
で
売
り
越
し
た
。

連
続

し
た
売
越
期
間
と
し
て
は
２

０
０
２
年
１２
月
～
０４
年
３
月

（６６
週
）
以
来
、
お
よ
そ
１５

年
ぶ
り
だ
。

銀
行
が
不
良
債
権
処
理
に

追
わ
れ
た
１５
年
前
は
、
り
そ

な
銀
行
が
０３
年
５
月
に
公
的

資
金
の
注
入
を
要
請
。
国
が

約
２
兆
円
を
投
入
し
て
実
質

国
有
化
し

「り
そ
な
シ
ョ
ッ

ク
」
と
呼
ば
れ
た
時
期
だ
。

金
融
危
機
で
保
有
株
の
売
却

を
急
い
だ
銀
行
も
多
い
。
銀

行
経
営
の
環
境
は
今
も
、
低

金
利
の
長
期
化
で
厳
し
い
ま

ま
。
株
式
の
益
出
し
売
り
で
、

業
績
下
振
れ
を
穴
埋
め
す
る

必
要
に
追
ら
れ
て
い
る
。

銀
行
が
売
り
越
す
も
う

一

つ
の
要
因
は
、

１８
年
６
月
の

企
業
統
治
指
針
改
定
で
、
上

場
企
業
に
政
策
保
有
株
の
縮

減
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
だ
的

東
海
東
京
調
査
セ
ン
タ
ー
の

鈴
木
誠

一
氏
は
、
銀
行
や
事

業
法
人
な
ど
が
持

つ
政
策
保

有
株
の
残
高
を
１８
年
３
月
末

で
１０

。
９２
％

（東
証
１
部
の

時
価
総
額
に
対
す
る
割
合
）
、

金
額

で
７０
兆

円
程
度
と
試

算
的
前
年

（
１１

・
５６
％
）
に

比
べ
た
減
少
は
緩
や
か
で
、

「
す
ぐ
に
終
わ
る
ベ
ー
ス
で

は
な
い
」

（鈴
木
氏
）
ず

株
価
が
上
が
れ
ば
す
か
さ

ず
売
る
、
上
が
ら
な
く
と
も

継
続
的
に
売
る
。
銀
行
を
巡

る
こ
う
し
た
構
図
は
、
数
年

単
位
で
続
く
公
算
だ
。
日
本

株
は
当
面
、
需
給
面
の
重
荷

に
直
面
し
そ
う
だ
。

（日
経
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
ニ
ュ
ト

ス
，
北
原
佑
樹
）

不動産業向け融資残高

1990

(出所)日 銀

異次元緩和が開始

口維 物 き
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1売越1額131年ぶサ1高‐水準|

株安なち日1己1資1本1毀‐損|
日銀!海外勢売買が指抗(18年度)

鱗貫↓ヽ越し

ン
リ
申

し

(注 )2018年度の投資部門別売買動向、
国銀はETF買い入れ額の累計

海
外
勢
の
売
越
額
は
バ
ブ
ル

経
済
の
本
格
化
で
日
本
株
の

上
昇
が
続
い
た
１
９
８
７
年

度
以
来
の
高
水
準
と
な
る
。

売
り
越
し
は
２
年
連
続
。

海
外
勢
の
売
り
が
膨
ら
ん

だ
最
大
の
要
因
は
世
界
景
気

の
減
速

へ
の
警
戒
だ
。
日
本

株
は
輸
出
型
の
製
造
業
が
多

く
、
世
界
景
気
の
動
向
に
左

有
さ
れ
や
す
い
。
米
中
貿
易

戦
争
や
中
国
経
済
の
減
速
な

日
銀
買
‐Lや
|カド
本田
殺

海
外
勢
の
株
売
り
一

海
外
投
資
家
が
日
本
株
の

売
り
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

２
０
１
８
年
度
の
売
越
額
は

約
５
兆
６
３
０
０
億
円
と
、

３‐
年
ぶ
り
高
水
準

と
な

っ

た
。
米
中
貿
易
戦
争
な
ど
を

背
景
に
世
界
経
済
の
先
行
き

に
慎
重
姿
勢
を
強
め
た
た
め

だ
。
た
だ
国
銀
が
ほ
ぼ
同
額

（約
５
兆
６
５
０
０
億
円
）

の
買
い
で
相
殺
し
、
売
り
買

い
が
措
抗
的
海
外
勢
の
売
り

を
口
銀
が

一
手
に
受
け
止
め

る
い
び

つ
な
構
図
が
鮮
明
に

な

っ
て
い
る
。

東
京
証
券
取
引
所
が
４
旧

発
表
し
た
投
資
部
門
別
売
買

動
向
を
も
と
に
集
計
し
た
。

日銀の目いが続く

韓鱗豊↓もし

轟層
り越ャ|1個人

16    17    18

円
　
０
　
　
　
５

ど
先
行
き
不
透
明
感
が
強
ま

る
な
か
、
海
外
勢
が
日
本
株

の
投
資
判
断
を
下
げ
る
例
が

相
次
い
だ
。
世
界
最
大
の
資

産
運
用
会
社
、
米
ブ
ラ

ッ
ク

ロ
ツ
ク
は
‐８
年
７
月
に
日
本

株
の
投
資
ス
タ
ン
ス
を

「
強

気
」
か
ら
「
中
立
」
に
約
１
年

８
カ
月
ぶ
り
に
変
更
し
た
。

世
界
３
位
の
資
産
運
用
会

社
、
米
ス
テ
ト
ト

・
ス
ト

，

―
卜

・
グ

ロ
ー
バ
ル

・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
ズ
は
、
米
中
貿
易

戦
争
の
解
決
の
道
筋
が
見
え

な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、

リ
ス
ク
資
産
で
あ
る
株
式
そ

の
も
の
に
対
す
る
投
資
割
合

を
１８
年
１０

，
１２
月
に
引
き
下

げ
た
。
こ
の
う
ち
日
本
株
に

つ
い
て
も
円
高
リ
ス
ク
な
ど

を
理
由
に
１９
年
に
入

っ
て
か

ら
投
資
判
断
を

「
中
立
」
か

ら

「
や
や
弱
気
」
に
引
き
下

げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
海
外
勢
の
売
り

を
日
本
株
の
上
場
投
資
信
託

（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
買
い
で
吸
収
し

た
の
が
国
銀
だ
。
国
銀
は
「
リ

一ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
の
縮
小
」

を
目
的
に
、
日
経
平
均
が
お

お
む
ね
１
万
円
を
下
回

っ
て

い
た
１０
年
に
Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
買
い

始
め
た
。
購
入
額
は
当
初
４

５
０
０
億
円
だ

っ
た
。

１６
年

に
は
６
兆
円
と
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。　
　
　
　
一

日
銀
の
Ｅ
Ｔ
Ｆ
買
い
入
れ

額
を
集
計
す
る
と
、

１８
年
度

は
５
兆
６
５
０
０
億
円
に
及

ぶ
。
保
有
残
高
は
８
日
時
点

の
推
計
で
、
約
２９
兆
円
と
、

東
証
１
部
の
時
価
総
額

（約

６
０
０
兆
円
）
の
５
％
弱
を

占
め
る
も
よ
う
だ
。

日
銀
は
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
大
規
模

な
購
入
を
通
じ
て
資
産
価
格

の
上
昇
や
個
人
消
費
の
活
性

化
を
促
し
（
物
価
上
昇
に
つ

な
げ
る
効
果
を
見
込
む
。
だ

が
、
中
央
銀
行
が
直
接
株
高

を
支
え
る
異
例
の
政
策
は

，

ス
ク
も
大
き
い
。　
ｉ

国
銀
の
雨
宮
正
住
副
総
裁

は
３
月
、
国
会
で

「
日
経
平

均
株
価
が
１
万
８
０
０
０
円

程
度
を
下
回
る
と
保
有
Ｅ
Ｔ

Ｆ

の
時
価
が
簿
価
を

下
回

る
」
と
の
試
算
を
示
し
た
。

足
元
の
相
場
水
準
か
ら
は
ま

だ
距
離
が
あ
る
が
、
ひ
と
た

び
株
安
局
面
に
転
じ
て
旧
銀

の
自
己
資
本
が
毀
損
す
る
事

態
に
な
れ
ば
、
通
貨
の
信
認

も
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。

2013年 度  14

日緩 午/s



②

‐2009年度 10  12  114 1 16 111
(津)海外はQUICK,ウァクトセウト詢べ、18年度の

還元は予想額   フ |

，・
Ｑ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
・
フ
…ァ
ク
ト

セ
ッ
■
で
継
続
比
較
可
能
な

世
界
■
０

！
０，
力
国
↑
約
１
万

５
干
社
を
集
計
し
た
的
足
元

で
減
速
慮
も

…あ
る
世
界
経
済

螺

談

期
雑

韻

欝

背
景
に
企
業
は
株
主
還
元
を

増
や
し
て
お
り

，
１８
年
度
は

前
年
度
比
２
割
弱
の
高
い
伸

び
に
な
り
そ
う
だ
。

世
界
銀
行
に
よ
る
と
世
界

の
国
内
総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

銀
行
も
目
立
つ
。

カ
ネ
余
り

を
０
た
ら
し
た
超
低
金
村
下

で
利
益
確
保
に
走
り
（
成
長

企
業
に
資
金
を
回
す
本
来

の
役
割
を
果
た
せ
て
い
な

企
業
部
門
に
は
還
元
を
増

や
し
て
も
使
い
切
れ
な
い
お

金
が
積
み
上
が
る
。
世
界
合

計
の
企
業
の
手
元
資
金
額
は

‐７
年
度
に
初
め
て
５
兆

′レ
ド十
を

突
破
し
た
。

お
金
が
た
ま
る
と
、
投
資

家
は
資
金
効！
率
の
観
点
か
ら

さ
ら
な
る
還
元
姿
勢
を
強
め

る
的
本
来
、
成
長
分
野
に
お

金
を
回
す
役
割
を
担
う
株
式

市
場
で
還
元
重
視
が
行
き
過

ぎ
れ
ば

「富
が
特
定
の
企
業

に
集
中
し
（
市
場
が
そ
れ
を

増
幅
す
る
動
き
が
強
ま
少
か

ね
な
い
」

（み
ず
ほ
総
合
研

究
所
の
高
田
創
チ
ト
フ
ェ
コ

ノ
ミ
ス
■
）
と
の
指
摘
が
あ

る
。
　
一
　

　

！　
！

“
市
場
を
通
じ
た
格
差
拡
大

の
弊
害
も
無
視
で
き
ず
（
米

国
で
は
二
部
で
行
き
過
ぎ
た

自
社
株
買
い
を
規
制
す
る
議

論
も
浮
上
し
て
い
る
。

機
， ■

■
瑚
・挑
！＝
！！・！！設
備
投
資
超
え
も

カ
ネ
余

！
り！
を
増
幅

世
界
の
企
業
が
株
主
に
回
す
お
金
を
増
や
し
て
い
る
。一
配
当
と
自
社
株
買
い
の
合
計
額
は
２
ぃ
１
８
年
度
に
過
去

最
高
の
２
挑
３
千
■
６
億
が
六
約
２
６
５
兆
円
）
と
金
融

鈴
軸
斬
句
抱
錬
兼
り
輸
封
確
硼
般
押
和
華
軸
報
報
静
格
細
範

し
だ
。
世
界
の
設
備
投
資
額
に
も
四
離
す
る
規，
隠

↓こ！
彫
すヶ
声

面
さ
一
う
の
こ
と
ば
）
の
長
期
的
な
変
化
を
表
し
て
い
る
。
金
融
緩
和
で
資
金
が
大
量
に
出
回
つ
て
い
る
と
こ
ろ
に
小

企
業
が
さ
ら
に
還
元
を
通
じ
て
お
金
を
資
本
市
場
に
配
分
す
る
こ
と
で
方
ネ
余
少
を
増
幅
し
て
い
る
。一

合
計
は
約
８０
兆
が

（
１７
年

度
）
「
株
主
還
元
額
は
３
％

弱
に
相
当
す
る
規
模
で
、

１０

年
前
の
２
％
弱
か
ら
比
率
が

高
ま
っ
て
い
る
。　
　
　
ｉ

！

従
来
は
企

‐
業
の
主
要
な
資

金
振
り
向
け
先
だ
っ
た
設
備

投
資
額
は
伸
び
悩
む
ず
１７
年

度
に
２
兆
２
５
５
４
億
が
と

直
江
ぜ
■
ク
六
１４
年
度
）
比

６
％
減
の
水
準
だ
や　
一
方
で

企
業
は
よ
り
長
期
の
成
長
分

野
を
探
る
研
究
開
発
費
は
増

や
し
て
お
り
、
世
界
全
体
の

研
究
開
発
費
合
計
は
１
‐
７
年
度

に
過
去
最
高
の
０

一
６７
兆
が

だ

っ
た
。
そ
れ
で
も
設
備
投

資
と
研
究
開
発
費
の
合
計
で

み
て
も
（

１０
年
前
に
倍
以
上

離
れ
て
い
た
還
元
額
と
の
差

は
直
近
で
２
割
程
度
ま
で
縮

小
し
た
。

底
流
に
は
産
業
の
け
ん
引

役
の
交
代
が
あ
る
的
か
つ
て

の
モ
ノ
づ
く
り
か
ら
デ
ジ
タ

ル
技
術
へ
と
主
戦
場
は
移

Ｐ

た
。
企
業
の
稼
ぎ
頭
は
多
額

の
設
備
投
資
を
行
う
鉄
鋼
な

ど
素
材
や
自
動
車

≡
電
機
な

ど
加
工
ｉ
組
み
立
て
業
か
ら
、

米

「
Ｃ
Ａ
Ｆ

‐Ａ
」
に
代
表
さ

れ
る
巨
大
Ｉ
Ｔ
企
業
群
に
替

わ

っ
た
。

知
識
集
約
型
で
多

く
は
大
規
模
な
生
産
設
備
を

必
要
と
し
な
い
。　
　
　
　
、

設
備
投
資
に
回
ら
な
い
企

業
部
門
の
資
金
は
、
高
株
価

を
武
器
に
し
た
Ｍ
＆
Ａ

（合

併

・
買
収
）
な
ど
に
回
り
、

市
場
の
カ
ネ
余
り
感
を

一
段

と
強
め
て
い
る
。

．株
主
還
元
と
い
う
選
択
は

他
に
有
望
な
投
資
先
の
な
い

消
去
法
の
側
面
も
あ
る
。
　
一

米
ア
ツ
プ
ル
は
１８
年
度
に

５
９
５
億
が
の
純
利
益
を
稼

ぎ
出
し
た
が
、
そ
れ
を
上
回

る
規
模
の
７
２
７
億

ブレ
ド
を
自

社
株
買
い
に
回
し
た
。
他
に

‐８
年
度
に
自
社
株
買
い
を
増

や
し
た
企
業
の
上
位
に
は
バ

ン
ク

・
オ
ブ

・
ア
メ
リ
カ
や

ウ

ェ
ル
ズ

”
フ
ア
ー
ゴ
な
ど

司径 勤「



③

個
人
が
コ
ン
テ
ン
ツ
発
信
で

！

き
る
交
流
サ
イ
ト

（Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

き

の

「
ｎ
ｏ
ｔ
Ｏ
」
で
は
新
し
い

み

価
値
観
で
３０
年
後
の
資
本
主
義

ト

を
考
え
る
投
稿
も
あ

っ
た
。
そ

　

一

の

一
つ
が
個
人
の
信
用
や
能
力

　

！

を
交
換
で
き
る
よ
う
な
経
済
シ

　

！

ス
テ
ム
だ
的　
　
　
　
　
　
　
　
十

必
要
な
の
は
信
頼
、

・
信
用
を

　

！

得
て
自
己
実
現
し
た
人
々
が
信

頼

・
信
用
を
お
返…
し
し
て
い
く

社
会
。

（信
用
を
デ
ー
タ
化
し

た
）
社
会
シ
ス
テ
ム
に
よ

つ
て

新
し
い
経
済
を
回
し
て
い
け
れ

ば
い
い
。

（
Ｋ
，
Ｇ
ｏ
ｔ
ｏ
ｕ

さ
ん
）

～

こ
れ
ま
で
は
各
国
の
中
央
銀

行
が
発
行
す
る
通
貨
が
企
業
の

取
引
や
投
資
に
使
わ
れ
、
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
測
る
尺

度
だ

っ
た
。
だ
が
、
２
０
５
０

年
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
さ
ら
に
進

み
、
個
人
の
信
用
や
能
力
が
デ

ー
タ
と
な

っ
て
取
引
価
値
を
持

て
ば
お
金
に
代
わ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
、

例
え
ば
、

個
人
が
自
身
の
持

つ

「
価
値
」
，を
イ
ン
タ
■
ネ

ッ

ト
上
で
お
金
と
は
違
う
も
の
に

換
算
し
て
売
り
出
し
、
そ
れ
を

希
望
者
が
購
入
す
る
―
―
。
こ

う
し
た
売
買
が
広
が
れ
ば
、
眼

っ
て
い
た
個
人
の
能
力
が
引
き

出
さ
れ
、
経
済
の
新
た
な
原
動

力
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

資
本
主
義
が
生
み
出
し
た
弊

害
の

一
つ
で
あ
る
大
量
生
産

・

大
量
廃
棄
を
テ
ク
タ
ロ
ジ
ー
で

解
決
す
べ
き
だ
と
い
う
投
稿
も

あ

っ
た
。
と
り
わ
け
食
品
ロ
ス

（廃
棄
）
の
問
題
へ
の
関
心
が

高
か

っ
た
。

飲
食
店
の
厨
房
の
ゴ
ミ
箱
に

計
別
デ
バ
イ
ス
を
取
り
付
け
る

と
廃
棄
物
の
デ
ー
タ
が
自
動
記

録
さ
れ
、
蓄
積
デ
ー
ク
か
ら
何

が
ど
れ
だ
け
無
駄
に
な
ぅ
た
か

を
把
握
で
き
る
。
例
え
ば
食
べ

残
し
が
多
い
ス
テ
ト
キ
は
サ
イ

ズ
ダ
ウ
ン
し
、
ほ
と
ん
ど
手
を

付
け
ら
れ
な
い
オ
■
ト
ミ
ー
ル

は
取
り
皿
の
大
き
さ
を
変
え
て

み
れ
ば
ロ
ス
は
減
る
”
技
術
力

で
最
後
ま
で
食
品
が
持
つ
価
値

を
高
め
ら
れ
た
ら

．

（
Ｔ
ａ
一

ｋ
さ
ん
）

農
業
ス
タ
ド
ト
ア
ッ
プ
、
．
プ

ラ
ネ
ッ
ト

“
テ
■
ブ
ル

（東
京

・
渋
谷
）
の
菊
池
紳
社
長
は
投

稿
に

一
部
贅
同
し
な
が
ら
も
、

そ
も
そ
も
食
料
を
余
ら
せ
な
い

仕
組
み
作
り
が
重
要
だ
と
指
摘

す
る
。

同
社
は
飲
食
店
の
注
文
デ
ト

タ
や
天
候
な
ど
か
ら
食
材
の
需

要
を
予
測
し
、
生
産
者
に
依
頼

す
る
。
肝
に
な
る
の
は
野
菜
の

種
類
で
は
な
く
（
用
途
に
対
し

て
予
測
す
る
シ
ウ
ハ
ウ
的
レ
タ

ス
が
不
作
で
も
サ
ラ
グ
の
用
途

が
多
い
と
分
か

っ
て
い
れ
ば
他

の
野
菜
で
代
替
で
き
る
。

ち
利
便
性
と
効
率
的
な
資
源

利
用
は
両
立
し
な
い
。
安
い
モ

ノ
を
大
量
に
流
通
さ
せ
る
方
方

ニ
ズ
ム
が
続
く
限
り
食
品
ロ
ス

は
解
決
し
な
い
」
と
菊
池
社
長

は
主
張
す
る
。
世
界
で
生
産
‐ぎ

れ
る
食
料
の
３
分
の
１

，
２
分

の
１
、
金
額
に
直
す
と
１

・
２

兆

′レ
ド

（約
１
３
２
兆
円
）
分
が

１
年
間
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
と

さ
れ
る
。

食
品
を
作

っ
た
後
で
は
な
く

需
給
デ
ー
タ
を
あ
ら
か
じ
め
突

き
合
わ
せ
、
余
り
そ
う
な
ら
他

の
用
途
に
振
り
向
け
る
―
―
。

そ
ん
な
飲
食
店
単
位
の
取
り
組

み
と
デ
ー
タ
活
用
の
技
術
が
世

界
規
模
で
広
が
れ
ば
、
食
品
ロ

ス
は
ゼ
ロ
に
近
づ
く
か
も
し
れ

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・

hoteの投稿から①

義t技1術が革1新

世界で年間132兆 円規模め
食品ロスが発生している

資本主

個
人
の
信
用
、お
金
代
わ
少
に

食
品

ロ
ス

デ
・―
タ
で
解
消

潟役 Jわょ


